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1. 2 若島狐の地震子育
( [千島孤地震帯、日:伊豆一小笠原孤地震帯、
m:九州 琉球狐地震帝)

3.4. 第三紀造山帯の地震帯
( IV :日高一樺太狐地震帯、 v，: :本州外側地震帯、
Vt':羽越地震帯)

5.6. 地塊運動を示す地震帯
( v.:本州内側地震帯、 v，:本州中央地震予苦)

t 

I 

第 1図 j也体榊造と!羽述づけた地震帯の分類

(は付 IJ世鹿川正ljとj世休品目造Jによる。)
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第 2図 宇津による北海道およびその周辺の区域分け
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第 3図 表・他による各地域の限界地震のマグエチュード
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第 1表 敷地周辺における活断層から想定される地震

場長1

番号 断 層 名 L (km) M ム(km)

天売島西側海域の断層 60 7を 160 

2 余市北側海技の断層 24 7.1 61 

5 積丹岬北側海域の断層 12 6.6 47 

4 FB-3断層 30 7.3 97 

5 神威岬西側断層 50 7. 7 87 

6 FB-1断層 18 6.9 77 

7 FB-2北断層 14 6.7 80 I 

8 苫小牧南側海域の断層 52 7.7 122 

? FA-1断層 13 6.7 137 

10 Fs -3断層 13 6.7 36 

11 Fs -6断層 ? 6.4 22 

12 赤井川断層 4 5ι8 23 

13 白炭東・西断層 8 6.3 41 

い
同

一、
J
W
~
丈 L:断層の長さ

M:地震規模

ム:断層白中央から敷地までの距離

. 
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第 2図 敷地周辺における過去の地震
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第 4図 敷地周辺における活断層から想定される地震
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第 1表 基準地震動IC考慮する地震の尾大速度振幅

¥¥¥  
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震央距離
最大速度

チュード
6. (km) 振幅 備 考

M Vinax(Kine 
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6.9 52 3.7 1(7S 912-年1後)志の地震

設計用
歴史地震

1905年神威岬沖の地震
5.8 1 5 3.5 

最強地震 (S1-2 ) 
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Tb Tc Td 
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警察
振幅包絡線の経時的変化

M Tb/Td Tc/Td 

8 0.08 0.46 

7 O. 1 2 0.50 

6 O. 1 6 0.54 

0.31 M-0.774 
継続時間 Td(s)= 10 

M マクずニイーュード

包絡線の形状
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¥"ー y

t = 0 ~Tb 

Tb~Tc 
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( t/Tb )2 

定

e-a( t-Tc) 

aは定数

第 12図 継続時間及び仮儒包絡線の経時的変化

(大崎 による
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第 10図 基準地震動 81の設計用応答スベクトノレ
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第 4表

コ

A 

TA Sv 

0.57 

0.02 0.86 

1.23 

審議 • a 

基準地震動の速度応答スベクトル{直

(h=5'7'o) 

ン ト ロ ノレ ポ イ ン ト

B C D E 

TB Sv Tc Sv TD Sv TE Sv 

0.14 13.27 0.3 1 30.15 0.71 30.15 16.97 I 

0.1 3 1虫33 0.31 45.68 0.66 45.68 2.0 23.91 

0.10 18.32 0.17 30.08 0.4 0 30.08 6.14 
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第 5表 基準地震動の継続時間と振幅包絡線の経時的変化

¥¥¥  
模擬地 速 度 Tb Tc Td 

V 
震波名 ( Kine ) ( s ) ( s ) ( s ) 

基準地震動 S， Sk， 1 0.5 3.6 1 7.3 36 
。

Sk2 15.3 3.9 20.6 44 
P 

基準地震動 S2

SN 13.5 2.4 担~O 18 

6務

I.:i(‘ 
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SN 

加 200 
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第 13図 模擬地震波の加速度波形
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第 14図 模擬地震波の速度波形
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模擬地震波の作成条件及び結果

作 成 条 件 作 成 結 果

Vrnax 
位相
Vmax 
スベクトノt.-Jt模擬地震波 S. I比(Kine ) スベクトノレ (Kine ) 

Sk， 10.5 第 10図 乱数 14.1 第 15図 第 13図 1.01 
第 14図

Sk2 15.3 第 11図 乱数 19.0 第 15図
第 13図

1.0 1 
第 14図

SN 13.5 第 11図 乱数 14.8 第 15図 第 1 3 図図 1.03 
第 14

j25b(T)dT 
S. I比・ 日.1
-jiib(T)dT 

S.I :スベクトノレ強さ(減衰定数:5 % ) 

Sv(T) :模擬地震波の速度応答値(Kine ) 

Sv(T) 設計周応答スベクトノレの速度応答値(Kine ) 

T :固有周期(s) 
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第 1表 北海道西惇tι景i瞥を&11'LI二地震討を彼の表

1由
fj， Jl 日

震 央 地 名西暦 日月本経
(W月白 crド日)

1741. 8.28 rr.保元.7. 19 A 島 西 芹剖

1792. 6.13 rr.政 4.4.24 後 1会U 

1793. 2. 8 rr.政 4.12.28 西 tl! J.~ 

1833.12. 7 天保 4.10. 26 佐 技 羽 前

1834. 2. 9 天保 5. 1. 1 石 1?子

1874.2.28 明治 7. 天 Jg 

1940. 8. 2 昭制15. ヰ宇 五五 山甲 仲

1947.11. 4 昭如22. 留 m 西 Jj 存l'

1964. 5. 7 昭如39. 男 反ヰ王 Zち N' 

1964.6.16 昭如39. 新潟県J中 (斬潟地震}

1983. 5.26 昭如58 日本泊中旬兇.t

M 地震の続~(マグニチュード)

h 震源の深さ

震
rーーーーーー一一一ーーー一一

筏 央

M Jt 脱出向
C"N ) C"E) (km) 

41.6 139.4 
G. 9 
7. 5訓

43.5" 140.6 
G. 9 
7 31 

40.85 13旦9，6. 9 
38.9 139.15 

7.4 
7.631 

43.3 141. 4 6.%4 ‘ 43 I~ ‘ l 141 V.‘ 6 >;.<1 

43. 9 141. 6 5.9 

44. 1 139.5 
7.0 0-20 7.531 

43.8 141目。 7.0 0-3011 7. 131 

40. 3 139.0 6. 9 10 

38.4 139.2 7.5 40 

40.4 139.1 7. 7 14 

m : t:u波7 グニチ'"ード(今村 'filimスケール)

1 )・ Hatori (1969) 

2 )・羽.t:¥( 1972 ) 

3) :羽鳥・片111( 1977 ) 

4):同町¥(1981)
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津波
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第 2表

6事:

《}ぞみ

1741年渡島西岸による各地の津波の高さ(羽鳥・片山(1977)による)

地名

北海道:

倍前~服石

乙部

江差

怪前

海底:

三厩

市浦

田野沢・関
金ケ沢

佐護:

相 J!I
鷲崎

両 rn
江津
(~ij 恨県}

記 事

19日明け方惇渡.流家 729，慣家ぬ磁飴大小 1，521，水死
1，236 

家々すべて打ち流され.水死者多し(町内 B.M.10.94 m). 

海底うず巷き， JII上まで遡上.水死 120.町内円寺院3側所に
博渡供建碑あり(町内 B.M.5.95m)

人家 20 軒l1<漂涯t...人 l円の死~t...建石に津波1M霊碑あり(町
はずれの且M.4.89 m) 

大浪打ちょせ.民家・田畑・草木・寓訟のこらず')'"っくす.

流家 82.*死 14.
jま飽戸・水死且漁網 1，制余張・船田流失{附内寵4.4m). 

rr.波京駐に打ちあげ.引き潮1町余(1I[1!-fJl.の B.M.3.4 ml 
村中の過半町家流失 日付所も流れる.

加iX糊のjl:，海憎から B∞m の内陸iニ船上がる.
江川河口を5-6町沼上.海単 20-30町干上がる.

0・- ，.， 

ー十
!。、

~時竺~-

1 0 

.，・

:出

t 

|輔の高さ
1m) 

10-15 

6-8 

'‘，・

6-8 

4-6 

4-5 

5-8 

3-4 

4-5 

S! 

1-2 

.，' 

... 

.，. 

.，. 

.，' 

十=



MAXIMUM DOUBLE AMPLlTUDE 
1983. 5.26 

3，1 
1 

1 

1 

1 

1 

ヘc;'

o 

悪事2

(岡田による)

.，X 
'<:' 

川
円 H2 

Hl十H2
一言一二最大波高

一

第 2図 検潮記録から見た日本海中部地震津波 (涼波の最大波高分布)
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第 5図 日本海中部地震の津波の水位，初動の証言・痕跡調査 (都司他による)
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第 5表 津波マグニチュードmのスケール

(今村・飯田による)

津波
マグニチュードm 沿 の 津 波岸 で

〔ー I) 波高 50叩以下，無被害

( 0 ) 波高 Im前後で，ごくわずかの彼害がある。

( I ) 波高 2m前後で，沿岸沿いの家屋を損傷し，船艇をさらう程度。

。

( 2 ) 1 波高 4- 6 mで，家屋や人命の損失がある。

( 

( 3 ) 波高 IO'--20mで. 400師以上にわたる海岸線に顕著な被害

がある。

( 4 ) 長大波高 30m以上で .5001an以上にわたる海岸線に顕著な彼

害がある。

く“》

-14 
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第 4表 筒易式による津波の推定値

地震マグー 津波マグー 津筏岬段階 津在互の高宮内推定値1Ill 
'，‘ a‘ ド阿 テ s ド1l.
f'・6断凪

6.4 -1. 76 ε11 0.5 
飯田式による 日 ~3断層

-0.98 [-1ト[oJ 0.5 ~1 倹討 6.7 

西仲威側断聞府 1.62 口]'" [2] 
7.7 2 -4 
" 
74- 1.75 [1] ~回

地震マグユ 震央距n|最大見短信 最大雨銀信

ナ晶ード阿 6(km H (ml H2(ml 
F，・6断層
6.4 22 0.18 0.32 

阿部式による f's -s断眉

検討 6.7 36 0.22 0.39 

西神成側断時層
87 

7.7 
0.91 1.62 

" 
~ 87 1.02 1.82 

1 5← 



マグ=.，..:...ード M 

地震"ーメ Y ト Mo (dyne. cm) 

Mo=10UMT' 

応力降下量 .0.0 lbar) 

品。=!ー362r，w uD 
Cλ 

断慮。長吉 L (附n)

d Mo 
0.14 7 26.0.0 

断層 。 幅 W (Km) 

w=t 

同4 性 車 μ (dyne /cm' ) 

ナベ b 量 D (m) 

D= ~o = 言τ冒

，<C:，.) 
t::x 
f、

企懇
ω 

第 5表 数値シミュレーシヨンに用いる断層モテツレの決定法

① 1 9 4 0年神威岬沖地震D @岩内、忍路白検制ae録と想
想定毛デル 定毛デル肘算と由比較

7.5 各観測点で0第 1半波旬、第

2半波..‘第 3半技"，1<つい

2.2XI0" 
τ、観測値と計算値由比KI

を求崎、経何平均K(モデルD

7 0 
ナベb量K乗ずる平均的12:補

(新潟地震を想定}
正倍率}を求b品。

n 

6 0 
10 g K= (i) 1: 10 g k I 

1-1 

30 x I 観測値

Y I 計算値

4 x 1 0" 
k I = x I/y 1 

n=比較個数

、レ

3.1 :. K = 0. 9 4 

③1 940年神威岬沖地震白 ③M=7÷を神威岬西側

①1:ぬ修正毛デJレ 断層K相似した毛デル

7.5 

2.1 x 10
Zl 

3長

66 

6 0 

30 

4 • 1011 
2.91 

疑K=I.01<するため①毛グル<DD

K補正を行'"(3.1 X 0.94=2.91) 

①白L、W、Jlを一定Kして-".
を求めた。

7~ 

‘ 

5.31XI027 

6 6 

B 2 

4 1 

4 X 1 0日

3. 9 7 
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第 6表 津波伝婚の諸条件

。境界各託イ牛 | 寿岸和最μ・か3度堤ではそれに直角方向の
， 免壱を雰ιすゐ(担金及守r)

C 

I 沖恨，/へは告白乳広ヒする.

。初期 tイ午. 知東断j宅!:よゐ海底面釘江色主主リ時間60
;flJrで海面(τ与えゐ.

住官接埠酌名市十O帆(:殻免1

。断/普面上得。 断月脅同級患が為なら(表面Jまて・4んた・'f.勾ヒ
う来5 LZ 0・ん化すら.

。吉f草待手間~ 10ん忙ι 208がとすゐ.
(Aヲ)

。計:$時間守防 10 1f1.ケ.{且し.A子 lo8#i-1.'1苫3.5ヂク，
(A-t) 

ム交付旋すみ開:計車時j是1:析する
戸め勾 fjt{干

.6 5~企〉匂hPh棚膏m侭d太-s2tド凶i% 積場
，-

ぞ!:， e問レlみ.
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計算領域と格子
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第 7図

20 

20 

内 忍

a2 aa a， 

-59 170 48 

-10&5 166.7 3 1.4 
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津波の観測波形と計算波形との比較
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第 7表 断層モデノレの諸元

断層。形思
地量 T ，r'品 断層。長吉 断層。栢 ナベ b量 傾斜方向と 傾斜角

断嵐モデル
チーードM L (km) W (km) D (m) 北方向。をす角φ(0) 6 ("l 

.:¥1 品 .~ 

1 9 ( 0年神威岬仲地震回 逆断層 7.5 6 0 lO 2.91 110 4 5 

'"デル

神威師西側断層の位置に M~d-
逆断層

3 
( 1 白地震を想定したモデル 7..，. 8 2 3.97 9 0 ( 5 

4 

(17) 
~は深尾・吉本(1975) による。
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第 8表 津波の最大振幅

制

警暴

モLデX山W『(ζk2ぜ7〉点〈;ア;7 

定大上昇波の握綴(Hc) 最大引き波の益幅 (Rt)

4 5 6 4 5 6 

82 x <1 1 2.25 主<16 4.5 5 2.48 2.55 2.80 

J 

建?・，

d 

明

A
U守
内，

L
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発震 地震名

年月日 北緯
時 主11

東径

普ト

1983. S. 26 日本淘中絹
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第 4図 震失位置図
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第 6図 観測波形及び計算波形(1983.5.26日本海中部地震 M=7.7 EW成分 泊地点)
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